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令和４年度 茅野市立宮川小学校グランドデザイン

茅野市教育基本目標 『２１世紀を切り拓く心豊かでたくましくやさしい夢のある子ども』の育成

宮川小学校校訓 『自立創造 自律実践』
《学校教育目標》

きたえよう自分を！はぐくもう豊かな心と友情を！

１人ひとりのちがいが輝く宮川小学校［協働・創造・寛容］
（１）友や自分自身と対話しながら問題解決や探究的な学びに没頭できる児童（協働）

（２）失敗を恐れずに新たなことやものを創造できる児童（創造）

（３）１人ひとりのちがいを尊重する寛容な心をもった児童（寛容）
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長峰中学校園の目標

つながる かかわる 切り拓く 児童・生徒

将来の「夢」や「志」をもつ子ども 自立・自律した子ども 自分を大切にする子ども（自己肯定感・自尊感情・自己有用感）

１，２年生

３，４年生

５，６年生

一
人
を
大
切
に
す
る

協
働
・
創
造
に
よ
る
学
び
の
保
障

［学校教育の充実を図る基盤］

○幼保小の滑らかな接続（スタートカリキュラムの推進）○「主体的・対話的で深い学び」でつなぐ小中一貫教育 ○読書教育の推進 ○「心のよつばのクローバープラン」に向けた取り組み

○コミュニティスクール推進 ○児童会活動や宮川小コミュニティスクールと連携したあいさつ活動の推進及び、全校で心を揃える清掃・靴そろえの継続 ○家庭との連携

［1人を大切にする教育］

○一人一人が尊重され、互いのよさや違い、多様性を認め合える学級づくり ○学習環境・授業のユニバーサルデザイン化 ○相手意識を育む人権・福祉教育の充実 ○児童の理解と適切な支援

〇FEELBOTによる児童1人ひとりの心の把握 ○キャリアパスポートの蓄積による自己の成長のふり返り ○新型コロナウイルス感染症の予防対策・差別･偏見の根絶

［子どものための働き方改革に向けた取り組み］

○スクールサポートスタッフの有効活用 ○効果的な教材研究・高学年教科担任制による授業の質的向上 ○こども課、統括コーディネーターとの連携による子ども・家庭支援の充実

〇子どもの全てを包み込む教職員集団 ○スピード感のある対応による家庭との連携 〇教職員のワークライフバランスの構築・ワークエンゲージメントの向上

～言語活動（特に書く力の向上）を切り口とした全校研究～

［きれいなノートづくり］ ［考えるノートづくり］ ［使えるノートづくり］

書くこと＝自分の思いや考えを整理すること（そのままでは消えてしまうモヤモヤとした「感じ」や「おもい」にカタチを与えること、自分にも他者にも見えるようにすること＝思考力、判断力、表現力の総体）

話し合うこと＝自分１人では気づけなかった考え方や方法に出会い、自分の考えを再構築すること、自分自身の見方や考え方を深めること

「体験を通して

友と共にものやこと、人と夢中になって関わる」

・飼育・栽培活動

・地域探検

・保育園・幼稚園との交流地域の祭りや伝統文化体験 など

「課題に気づき

自分自身の気づきを深めていく」

・地域の社会見学（工場や消防署などの施設）

・福祉施設との交流

・ボランティア団体との交流 など

「自分にできることを考える

自分の未来と地域に夢と希望を持って進学する」

・企業見学・体験

・地域のＰＲ活動

・地域自慢体験（宮川地域ゼミ）

・地域貢献を考える など

Ｒ４年度

の重点

問題発見・解決への道筋を重視した授業づくりへ（どの学級でも学習問題・学習課題・学び合い・ふり返りが大切にされる授業への授業改善）

・子どもと共につくる授業 ・友とのアイデア交換や自己内対話で課題を探し、ちがいを生かしながら知恵を出し合って乗り越える（思考力・判断力・表現力の向上）
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